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那須平成の森では、日々のガイドウォークや、施設内カウンターなどで、様々なお客様との出会いがあります。
その中で特に記憶に残る、忘れられないようなエピソードを、インタープリターがイラストとともにご紹介♪

「カタクリの咲く早春の森歩き」

　

「開園記念！特別ガイドウォーク～那須平成の森　昔と今～」
　元・那須御用邸管理事務所 所長の大森文雄さんを特別講師にお招
きし開催しました。ツツジ開花時期であることもあり、定員に対して
倍のお申し込みを頂くほどの人気でした。
　昔は山麓にある北湯から里地の黒田原駅まで約 20km という長い
距離を、木管で温泉を運んでいた（！）という驚きのお話、御用邸用地
以前から薪炭林や馬の放牧地として利用されていた当時の事などを
詳しく伺うことができ、その上で森を見渡すと時間の流れを感じまし
た。日々、森をご案内している我々インタープリターにとっても今後
に活かすことができそうです。（中島）

　

　那須平成の森では平成 29 年度より、環境省が行っている

「モニタリングサイト 1000」の里地調査に登録し、「植物相」、

「中・大型ほ乳類」、「カエル類」の 3つについて調べていま

す。今回は「カエル類」の調査を通して見えてきたことを

ご紹介します。

    フィールドセンター付近に設置しているビオトープでは、

昨年春に引き続き今年もアズマヒキガエルの産卵が見られ

ました。また昨年の夏に、新たに水が溜まるように整備した、

その名も「霧の池」ではモリアオガエルの卵塊が確認されま

した。調査自体には環境整備は含まれていませんが、水と陸

地両方が必要なカエルにとって、その環境を整え、保全して

いくことも重要であるといえます。

   今後は、ヤマアカガエルの卵塊も見つけられると嬉しいの

ですが、流れがほとんどない水場を好んで産むため、山地地

形が中心の那須平成の森では、なかなか見つけられません。

成体はよく見かけるので、卵塊に出会える日を楽しみにして

います。「霧の池」に産みに来てくれないかなあ……。（丸子）

春のプログラム実施しました

　
　「上からドシン。」

　ある日の学びの森 2時間ガイドウォークでのこと。ガイドも
後半に差し掛かり、ツキノワグマの爪跡の前で、クマの生態につ
いて解説をしていた時です。熱心に聞いてくださるお客様。とて
もリアクションが良く、「会ってみたい！」なんて声も挙がり始
めました。
   「あんがい近くにいるかもしれませんよ！」なんて言った直後、
5メートルほど離れた木の上から何かが「ドシン！」と落ちてき
て、地面が揺れました。全員ピシッ！と表情が固まり、しばらく
沈黙に。息をのむ空気のなか、誰かが「木の枝ですね」と言ったと
ころで、一気に緊張から解放されました。
　ガイド終了後のアンケートでも、
皆様の心に残ったのはあの “瞬間 ” でした。
僕も忘れられません。（丸子）

　
　「パクッと！」

　春から夏にかけてカウンターでは、エゾハルゼミと
その抜け殻を展示しています。この時期のお問い合わせ
ナンバーワンのセミ。声や大きさ、翅の色に注目するなど
人によって見方は様々です。その中でとても印象的だった
のは、散策から戻った方がセミの抜け殻に触れていると思ったその
瞬間、パクっと口にほおりこみました！驚きで固まっていると、その
方は笑顔で「昔はよく食べたもんだ」と颯爽と帰られました。
　人によって見るのもいやだという方もいれば、生活に馴染んでい
る方、自然のものと距離感は人によってさまざまだとたくさんの方
にお会いすることで感じます。（小西）

　
　　ビオトープで
                産卵中の
アズマヒキガエル
                              ▶

　

　　▲新たに造成した「霧の池」とモリアオガエルの卵塊

5月

　
　「樹洞にヤマネ！まさかの出会い」

　学びの森 2時間ガイドウォークでは、定番スポット
「ミズナラ巨木」に立ち寄り、樹洞をのぞいて観察します。
ある夏の日のガイド中、その木の別穴にコケがたくさん
入っているのを見つけ、それがガサゴソと動いていたのです。
　「なにかいる！」私と参加者の目線はそこに釘付け。そっとコケの間
から覗くと穴の中には…なんとヤマネがいました！私も参加者も偶然
の出会いに大興奮。ガイド終了時の感想は全員そろってヤマネについ
てでした。後日確認に行くとそこに姿はもうなく…それからその場所
で話す私だけの定番エピソードとなりました。（中島）

　花期の予想が的中し、満開のカタクリをご覧いただけそうだったの
ですが、直前にまさかの降雪があったため、ルート変更を余儀なくされ
ました。花はたくさん咲いていたものの、全て雪の下。おまけに寒い…。
　実施前はどうなることかと思いましたが、当日は気温が上がり、雪の
中からカタクリやショウジョウバカマが顔を出してくれました。通常
の状態で見るよりも、雪の中で見た方がインパクトが強く、かえって印
象に残る時間になりました。（菅原）
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